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The characteristics of the persons in their 40's to 60's preferring cohousing for elder1y people in future 
Kanako Wada 
Thepu叩oseof this tudy is to c1arify the intention of persons in their 40's to 60's through their response to‘'The 
Questionnaire about Housing and Living after Getting 01der". 
The response to the question “With whom and where would you like to live when you get older and stil need no 
special care?" shows that there are 1) more women than men， 2)more middle-aged (older than 40 years) people 
than elderly people， 3)more highly-educated people than not and 4) more people who have hard caring experience 






































































































































































































する 30歳から 69歳の男女7400人，近畿圏 30km圏に
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違うが， リビングルームはスウェーデン 20m2，旧西ド





住宅と認め，居室にも最低面積の規定はない。 3.3m2 (2 































































































































• 1一戸建て持ち家j+ 1分譲マンションでj= 1取
得住宅派」
・「一戸建て借家j+ 1民間の賃貸マンション/







































































人 (35.5%)，女性 712人 (64.5%) で，全体の平均年齢
は37.3歳であった。
問6では， 1"福祉専門職」が 284人となった。
2) 1"気の合った仲間と一緒に暮らしたいJ人(図 1) 




20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳~ 全体
男性 148 85 59 68 32 392 
(%) 37.8 21.7 15.0 17.3 8.2 35.5 
女性 267 152 134 119 40 712 
(%) 37.5 21.4 18.8 16.7 5.6 64.5 
全体 415 237 193 187 72 1104 

















































体の 9.0%を下回っているが， r深い」は 11.4%と高
し、。
(h)介護体験の有無:r無経験j (8.1 %)と「間接経験」





















































































平成 18年 1月 (2006年) 43 
図1 仲間と一緒に暮らしたい傾向のある人の調査結果(問 17より)















4 千宕〈Zミ、ァ 弱い(1-0点) 12 
普通(2点) 12.7 
強い(10-3点) 6.4 
制吋 依存(3-0点) 6.3 





民 10.....15万 12.5 
....10万円 8.1 
事謹* 福祉以外 10.9 
福祉職 11.6 
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44 生活福祉学科紀要・第2号
図2 仲間と一緒の住宅で暮らしたい傾向のある人の調査結果(問 19より)
. ー・，..・ 4件、...晶戸、 .....n..~... 血晶 ....・‘・ ...._.叩
















脳同 依存(3-0点) 6.6 
叩 共生(7-4点) 10.8 
自立(10-8点) 9.9 
楓!制~ 20万円~ 8.8 15-20万 10.5 
町 10-15万 8.5 
-10万円 7 













主駅目 50歳代 4.2 
40歳代 2.8 
30歳代 4 



































検証ポイント 作業伝説 間 17 問19(ゲループリtホンゲ派) 験証結果 「家族と別に 「高齢者
「仲間と一緒!こJ 「仲間と一緒の住宅でJ 暮らしたいj 住宅派』
①性別 女性が多い 女性が多い 女性が多い @ 女性が多い 女性が多い
②年齢 中年が多い 40-50代が多い 40代が多い @ 40-50代が多い 関連は不明
③学歴 高学歴が多い 高学歴が多い f短大・高専卒J ム0 関連は不明 f短大・高専卒J
が多い が多い
④職業 福祉専門職 福祉専門職 福祉専門職が多い 。 福祉専門職 関連は不明
が多い が若干多い が若干多い
⑤生活 自立度の高い 中程度(共生) 中程度(共生) X 高い(自立) 高い(自立)
自立度 人が多い の人が多い の人が多い 人が多い 人が多い
⑥ ソーシャ品・ わトワサの強い 弱い人が多い 強い人が多い X 弱い人が多い 強い人が多い
ザポート・才、川ワーク 人が多い
⑦地域交流 交流の深い 関連は不明 深い人が多い X 関連は不明 関連は不明
bへ.1~ 人が多い
⑧介護経験 介護経験の 経験の重たい 経験の重たい @ 経験の重たい 経験のある人
の有無 ある人が多い 人が多い 人が多い 人が多い が多い




















































































































































































































代」と「首都圏 2 世J~平成 12 年度都市・住宅に関
する市民意識調査~j]都市基盤整備公団 総合研究









10)袖井孝子 uMINERUVA福祉ライブラリー 56 日本
の住まい変わる家族~居住福祉から居住文化へ~j]
ミネルヴァ書房/2002年， pp. 26~27 
「まず第 1に考えられるのは，歴史的な背景である。
台風や地震といった自然災害にしばしば見舞われる




















































識j](IJILI FORUM No. 11J)財団法人生命保険文
化センター/2002年
14)吉田俊六 n家族」をみつめ直す~価値観・ライフ















体で 1985年40.2%. 1991年 45.6%，1996年 49.3
%， 2001年 51.2%となっており一貫して増加し
ている。性別にみると，各年とも男性の方が4%
以上高い。
②「多くの人から理解されなくても，気の合った仲
間さえわかってくれればよい」という考え方は半
数近くが肯定している。性別にみると，各年とも
女性の方が4%以上高い。
③住宅未取得者のうち半数近くの 45.4%が「取得し
たし、と思わないJ，I取得したい」が42.2%となっ
ている。「取得したしづは男性がより 5%高い。
16)山田昌弘『家族というリスク』勤草書房/2001年，
pp.20~25 
17)前出『家族というリスクj]pp. 3~7 
